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砕
け
た
米
国
の
甘
い
幻
想

－－ 

E圃d

去る二
月
14
の
シユ
ル
ツ
米
即日間以

曾
訪
中
は、
米
中
間保
の
当
面の
間
務状

況
を
段
目
的
に
お
き
出
す
結
果
と
な
っ

た。
ジュ
ル
ツ
訪
中に
賠
け
た
ア
メ
リ
カ

伺の
期
待が
き
わ
め
て
大
きかっ
た
だ
け

に、
今
回
の
米
中
外
相
会
肢につ
い
て
の

中
国
間の
冷
や
や
か
な
反
応
と
不
満
足

に、
い
ま
ワシ
ン
トン
は
烈
刻な
衝般
を

受
け
てい
る
に
ち
が
い
な
い。
飽
紫
胸
中

国首
相
の
年
内
訪
米
を
迎
え、
次
期
大統

領
選惨
ま
で
に
レ
ー
ガ
ン
大統
領
の
訪
中

を実現
しよ
う
と務
え
て
を
た
米
国
務省

の
自
由み
も、
は
ずれ
てし
まっ
た。

ア
メ
リ
カ
倒が
シュ
ル
ツ
訪
中
の
成
果

と
し
て
飽
首
相
の
年
内
訪
米
決
定
とい
う

ニ品
I
ス
を
減
し
た
は
住
に、
中
川凶
外
務

省ス
ポ
ー
クス
マ
ン
が、
日
一川相の
訪
米

は
交
路
し
た
けれ
ど、
館
内
的
聞
は
ぷ
確

定だ
と
打
ち
消し、

持説一
社
が
米
中
間の

懸
案
は
シユ
ル
ツ
肪
中
に
よっ
て
も
解
決

しな
かっ
た
回目
を
示
唆す
る
と
と
もに、

台
刑
判
係
法の
応
棄
を
改
め
て
迫
る
な

ど、
ワシ
ン
ト
ン
は
まっ
た
く
面白
を
失

っ
たか
た
ち
で
あ
る。
その
う
え
中
国
側

は、
シユ
ル
ツ
氏が
ま
だ
れM
M
途
上
とい
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嶺雄中嶋

う
の
に、

「糊
広
鉄
泊
似
しみ」
とい
う、

一
種
の
・
古
証
文。
をめ
ぐ
る
，
米
中
対

決e
へ
の
中
国
側の
不
満
を
覚え
3
き
と

し
て
公民
す
る
な
ど、
こ
の
三
月上
旬か

も
の
中
ソ
次
官
会
必
に
そな
え
て、
米
中

間の
不
協
和
mH
を
あ
え
て
熔
制
し
よ
う
と

さ
え
し
てい
る
感
も
あ
る。

ア
メ
リ
カ
側の
今
後の
政
治
日
穏や
中

ソ
和
解へ
滋
み
つ
つ
あ
る
中
回
の
戦
略
的

変
化
を
考えれ
ば、
今
期
レ
ー
ガ
ン
政
檎

の
う
ち
に
米中
間係
が
大
制に
改
持
され

る
可
能
性
は、
き
わ
め
て
小
さ
くなっ
て

つ
め
てい
れ
ば、
今
回
の
よ
う
た
結
果
は

抽伏し
て
予
想
で
きな
い
こ
と
で
はな
かっ

た。
こ
の
点
で
は、
中
国
側
口
・両
首
脳
で

あ
る
，
対
ソ
改
持
派e
の
胡
知
芳
総
得
心

が
今
回、
ジュ
ル
ツ
長
官
に
会わ
な
かっ

た
こ
と
も
意
味
深
い。
もっ
と
も、
ワ
シ

ン
ト
ン
は、
わが
閣の
政
府・
外
務省
同

織に、
永
遠
の
中
ソ
対
立
とい
う
神
話
に

とりつ
か
れ
て
き
て、
中
ソ
和
解へ
の
湖

滅
の
変
化
を
内
在
的に
読み
と
る
こ
とが

で
き
ず、
甘い
幻却
を
抱い
てい
た
の
だ

か
ら、
今
回
の
よ
う
な
結
果
は、
い
わ
ば

特

使

派

遣

、

し
まっ
た。
し
か

も、
ジュ
ル
ツ
U
溺

長
官
自
身は、
こ
の

とこ
ろ
ア
メ
リ
カ
内
噛

外
で
詩
栢が
高
く、

その
他
力、
議
川河が
血

注
目
され、
北
京で
内

は
只
必
社
外
相
の
ほ

か、
mm
小
平
党中
央

顧

問奈】ω荏、
組
紫－

間
約
相、
1世
柄ム出川
副－

防
相、

方師以
函
家
科“

学
技
術
品安主
任、
玉

丙夜
財政
相、
買
石

対

外

経

涜

貿

易

次

g

と
七
人
も
の
中
国
側首
脳
と
すべ
て
偶
別

会
践を
行う
とい
う
精力的な
外
交
を
展

開
し
た
に
もか
か
わら
ず、
こ
の
よ
う
な

結果に
なっ
た
だ
けに、
ワシ
ン
ト
ン
の

失
盟
は
大
きい
の
で
はな
い
か。

数
カ
月
ま
え
ま
で
は、
今
日
の
よ
う
な
中

ソ
接
近
の
動
き
さ
え
「
絶
対に
あり
得な

い」
と
主
扱
し
てい
た
の
で
あ
る。

そ
も
そ
も、
今
回
の
シュ
ル
ツ
肪
中

は、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て、
彼
界
戦
略

上、
き
わ
め
て
顕
要
な
滋
味
を
もっ
てい

た。
い
う
ま
で
もな
く、
台
湾
関係
法や

台
前へ
の
武
穏
供
与な
ど、
台
前
問
阻
を

め
ぐ
る
米
中
冷却
化
を
解
消
す
る
と
と
も

に、
去る一
月に
決
裂し
た
米
中
館
総
交

渉
た
ど
災
務
問
題
を
解
決
す
る
こ
とに
よ

っ
て、

整中
関係の
大
問な
改崎吋けが
はか

円

借

款

も

効

薄

い
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A
A
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高
度
な
戦
略
上
の
対
米

姿動

だが、
銀近
の
中
国
内
政
の
変
化に
伴

う
中
国の
世
界
戦
略の
銀
本
的
転
換
を
兄

自
業
自
得だ
と
もい
え
よ・っ。

去る一
月上
旬、
私
はハ
ーバ
ー
ド
大

学の
タヨ
ン・
K・
フェ
アパ
ン
ク
市民
ア

ヲ
ア・
セン
タ
ー
で
聞か
れ
た
「ケ
ン
プ

リッ
ヲ
中
国
史濃
密」
の
貌
筑
者セ
ミ
ナ

ーに
出
てい
たが、
ア
メ
リ
カ
の
対中
政

策の
形
成に
令トナし
て
き
だ
何
人か
の
学

者が
お
しなべ
て、
中
ソ
和
解は
限
定的

な
もの
で
あり、
米
中
関
係
は
必
ず
打
開

で
き
る
と
跨っ
てい
た。
彼ら
は、
つ
い

られ
ね
ばな
ら
な
かっ
た
の
で
あ
る。

米
中
関係の
冷却
化
と
反比
例し
て、

昨
年後
半
以来、

忠一必に
Ha
箇
化し
て
き

た
中
ソ
接
近
を家
制する
とい
う屋
建な

融制略的
要
部
が
あっ
た
こ
と
に
つ
い
て

は、
い
ま
さらい
う
ま
で
もない。
その

こ
と
で
七
0
年
代の
よ
うな
米中
関係そ

回
復、
s
sm
の
繕
京
配
備や
米ソ
申
距

離級
戦
力（
I
N
F〉
削減
交
惨など
をめ

ぐ
る
対ソ
戦
略に
悶え
る
と
の
滋映が
シ

一

＝
一

－Z司自

司一昨

一一れて
い

川

口
らの
ア

川

川
しなが

川

向った
。一

川

内
から
の
刈
肝

川

一る
とい
っ
た

川

て
より高い

州

第に
起
因
す

州

F。

川m

v
v
v

川

り
廿町

山

ュ
ル
ツ
訪
中に
は
当
然
含まれ
てい
た。

だが、
中
国
側は、
こ
れ
ら貯
ア
メリ

カ
側の
戦
略
を
十分
に
末
知しな
がら、

結
果
的に
き
わ
め
て
冷
た
かっ
た。
その

四期
的は
中
国
側が
アメリ
カ
から
の
L

技術
供
与
問庖
で
不時怖が
あ
る
とい

次
元の
問庖
で
あ
る
より
は、
より一

レペ
ル
の
峨
路
上
の
対米
姿努に
起一

る
と餅炉、
すべ
き
で
あ
ろ
う。

A
A
A
 

対
日

婆組問
の
変
化
に
留
意
手

米
中
関係へ
のこ
の
よ
う

応
は、
同
時に、
日
中
間
係に
たい
する

中
凶の
行坊の
授化
と
も
巡
動する。
た

と
え
ば、
中
川
税引H
相
の
a
uや
訪
米に

つ
い
ての
中
国
側の
見方が、
き
わ
め
て

答
滅的に
なっ
て
き
てい
る
こ
とに
注
目

すべ
き
だ。
そ
の
中
ω
仰
の
対
日
姿
勢

は、
次釘
に
ソ
巡や
北
阿鮮の
対日
誌
”

と
似か
よっ
て
き
てい
る。

去る二
月七日
の
「北方
領土
の
臼」

に
も、
中
国
は
従米
と
述っ
て陀
黙
を
守

っ
たこ
とに
示
され
る
よ
うに、
中
国は

今
後、
わ
が
闘
の
北
方
領
土
返
還
巡
勤

を、
七0
年
代の
ように
反
届
繍」
逮

動とし
て
支
援
するこ
と
をや
め
る
の
で

は
だ
か
ろ
うか。
今
後、
中
川凶は、
日
本

の
防
問力
抑
訟
や
米・
日・
隊関
係の
強

化に
たい
し
て
も、
ソ
巡と
同僚の
厳し

い

mtdを示
すの
で
はな
か
ろ
うか。
中

間
側が
中
川一
郎
氏の
死
をe
m
副
主
設

者
の
敗
北e
と
し
て
仇固
持し
てい
るこ
と

も
記
憶に
と
ど
め
るべ
きで
あろ
う。

そ
う
し
たな
か
で、
中
日
根政
仰とし

て
は、
＋
八日、
自民
党の二
隣
勺
幹
事

長
を特
使とし
て派
巡
する
と
と
もに、

第二
次
円
借款
を
大量に
供
与し
て
中
固

と
のパ
イ
プ
を
維
持しよ
う
とし
てい
る

よ
う
で
あ
るが、
ニ
附
訟肪
中や
円
借耽

で
中
ω
ぞ納
得さ
せ
得る
ほ
ど
状
況
は
甘

く
はな
い。
受
信
外穏は
じめ
政
府
当
局

者
の
冷
静た
判
断
を切に
望
む。

山山山幽

1983.02.18　サンケイ新聞　正論　シュルツ訪中不成功の教訓




